
ハイブリッド加湿器
品番 ： CDKH602WH

取扱説明書

家庭用
日本国内専用
Use only in Japan

この度は弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
ご使用の前にこの取扱説明書を最後までよくお読みになり、内容に従って正しくお使いください。

また、お読みになった後も本書を大切に保管してください。
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お子様だけで使用させたり、乳幼児の手の届く場所で
使用、保管を絶対にしないでください。禁止

踏み台にしたり、腰をかけたり、寄りかかったりしないで
ください。転倒して、けがの原因になります。禁止

殺虫剤・整髪料・掃除用具などのスプレーを
かけないでください。
樹脂や塗装部分が変質したり、破損したりする
原因になります。

禁止

本製品の電源仕様は日本国内専用に
設計/製造されており、日本国外では電源電圧が
異なりますのでご使用できません。
指定以外の電源電圧で使用すると、
火災・感電・故障の原因になります。
This product is designed for use in JAPAN only and 
can not be used in any other countries.

禁止

禁止
交流１００V以外では使用しないでください。

禁止

電源プラグを濡れた手で触れないでください。
感電やケガの原因になります。

禁止

雷が発生しているときは、本体および電源コードに
触れないでください。
感電の原因になります。

禁止

水につけたり、水をかけたりしないでください。
ショート・感電の原因になります。

禁止

吹出口などのすき間からピンや針金など、
異物を入れないでください。
感電や異常動作して、けがの原因になります。

強制

感電や火災の原因となりますので電源プラグは
根元までしっかりと差し込んでください。

強制

電源コードが傷んでいる場合は
直ちにご使用を中止してください。
火災や感電の原因になります。

強制

電源プラグにほこりが付いているときは乾いた布で
拭きとってください。
火災の原因になります。

電源プラグを
抜く

本体や電源コードが異常なとき（煙が出ている、
異常に熱い、変なにおいがするとき）は、直ちにご使用を
中止し、電源プラグをコンセントから抜いてください。

電源プラグを
抜く

お手入れをするときは必ず電源プラグをコンセント
から抜いてください。やけど・感電・けがの原因になります。

禁止

電源コードを傷つけたり、破損・切断・加工しないで
ください。また電源コードを束ねたり、延長、固定、
タコ足配線で使用しないでください。
発熱などにより火災・故障の原因になります。

分解禁止

発火・感電・故障の原因となりますので
絶対に分解や改造等を行わないでください。

電源プラグを
抜く

使用後は電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。
火災や故障の原因になります。

必ずお守りください
※ご使用の前に、「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
※ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。
　また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをすると生じることが
　想定される内容を、「警告」「注意」の２つに区分しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。
※お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、
人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

表示の説明

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、
人が損害を負う可能性及び物的損害の発生が想定される内容を示しています。

警告
注意

禁止 指示 注意

図記号の説明
　は、禁止（してはいけないこと）
を示します。具体的な禁止内容は、
図記号の中や近くに絵や文章で
示します。

　は、指示する行為の強制（必ず
すること）を示します。具体的な
指示内容は、図記号の中や近くに
絵や文章で示します。

　は、注意を示します。
具体的な注意内容は、
図記号の中や近くに絵
や文章で示します。

安全上のご注意
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不安定な場所には置かないでください。　
転倒したり、水漏れの原因になります。禁止

犬や猫などペットのためには使わないでください。
ペットが本体や電源コードを傷つけ、
火災・故障の原因になります。禁止

本製品は家庭用のため、業務用として使わないでください。
故障の原因になります。禁止

水タンクに水道水以外の物を入れないでください。
ガソリン・灯油・40℃以上のお湯・化学薬品・汚れた水などは
入れないでください。事故・故障・けが・汚れの原因になります。禁止

本体の上に物を載せたり、本体の下に物を
置いて使わないでください。故障の原因になります。禁止

仰向け、横倒し、逆さまにしないでください。
変形・故障・感電の原因になります。禁止

吹出口をふさがないでください。
紙や布などでふさぐと変形や故障の原因になります。禁止

高温・多湿・水のかかるところでは使用しないでください。
漏電、感電、火災の原因になります。禁止

衣類・タオル・ふとん・カバーなどで本体を覆わないで
ください。故障の原因になります。禁止

吹出口に指を入れないでください。
けがの恐れがあります。禁止

お湯は使用しない。
４０℃以上のお湯を使用すると、変形・誤動作の原因になります。禁止

電源コードを抜くときは、
必ずプラグを持って抜いてください。
損傷の原因になります。電源プラグを

抜く

本製品を長期間使用しない場合は、
電源コードをコンセントから抜いておいてください。電源プラグを

抜く

禁止

湿度の高いところ（８５%以上）では使用しないでください。
室内を濡らしたり、故障の原因となります。

禁止

アロマオイルなど芳香剤を水タンクへ絶対入れない。
本体の破損、故障の原因になります。

禁止

本体をカーペットなどの柔らかい繊維の上に直接置いて
使用しない。
使用すると、本体の吸気口がふさがり、本体の故障や
水漏れの原因になります。

禁止

お手入れの際は住宅用洗剤・シンナー・ベンジン・アルコール・磨
き粉などを使わない。変色・変形・感電・故障の原因になります。

強制

本体を移動するときは、水タンクを取り外して
運んでください。けが・床を濡らす原因になります。

強制

本体の掃除は定期的に行ってください。
ホコリなどがたまると、異常発熱や故障の原因になります。

強制

本製品の近くに携帯電話やパソコンなどを置かない。
加湿器の運転中は、加湿器周囲の湿度が高くなりますの
で、湿気に弱い携帯電話やパソコンなどの電子機器等は
加湿器の近くに置かないでください。
水道水に含まれるミネラル分（カルシウム、マグネシウム
など）がミストと共に空気中に放出され、水分が気化した
あと、白い粉状になって室内に拡散されます。人体には無
害ですが精密機器、電子機器などの故障の原因になるお
それがありますので、ホコリや汚れに弱い機器のあるとこ
ろでは使用しないでください。

強制

本製品を使用しないときは水を捨ててください。
水タンクの水は、毎日新しい水道水と入れ換えてください。
お手入れをせずにお使いになると、水アカやミネラル分が
付着したり、カビや雑菌が繁殖して、異臭を発したり、健康を
害する原因になります。

禁止

水道水以外は使用しない。
一般的に水道水は塩素殺菌処理されており、雑菌が繁殖し
にくいためです。ミネラルウォーター、アルカリイオン水、
井戸水、浄水器の水を使用すると、カビや雑菌が繁殖しや
すくなったり、水アカが多くなったりして、異臭の原因にな
ります。

傾いた場所や棚などの高い場所・不安定な場所には
置かないでください。
転倒すると本体の破損、けがの恐れがあります。禁止

禁止

ミストが直接、家具・壁・カーテン・天井などに
あたるところで使用しないでください。
家具・壁に染みがついたり、変形の原因になります。本体を
壁、家具、カーテン、寝具などから５０ｃｍ以上離してご使用
ください。

注意

凍結に注意してください。
凍結の恐れがあるときは、本体の水を捨ててください。

注意

本製品はテレビ、ラジオなどからはなして
設置してください。雑音の原因になる場合があります。

注意

ヒーター運転中は、水槽内の水温が熱くなりますので、直接
触れないようご注意ください。やけどをする恐れがあります。
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電源コード 電源プラグ

本体内部

アロマケース用交換フェルト
3個付属

ブラシ

上部キャップ
アロマケース

ミスト吹出口 つまみ

水タンク

表示窓

本体

本体操作部

抗菌カートリッジ

付属品

※紛失にはご注意ください。

各部名称

3

渇水センサー ヒーター

超音波振動部 水槽部送風口

ヒーター
カバー



運 転
ボタン

切

タイマー
ボタン

加湿量
ボタン

%
湿 度
ボタン

おやすみ
ボタン

ヒーター
ボタン

本体操作部

表示窓

下記のように表示が切換ります。

（例：加湿量 2） （例：設定湿度 60%） （例：タイマー 5時間） （例：ヒーター ON） （例：現在湿度 56％）

加湿量
（約2秒）

設定湿度
（約2秒）

タイマー
（約2秒）

ヒーター設定
（約2秒）

※設定していない場合は表示されません。

現在湿度
（約10秒）

本体操作部

表示窓

操作部について

各部名称
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ご使用の前に

●現在湿度の表示について
　本製品には湿度センサーが搭載されています。湿度センサーの感知方式が構造（アナログ式）などの
違いにより、市販の湿度計と本製品の湿度計の表示に相違が生まれる場合があります。また、同じ室
内でも空気の流れが良い場所と悪い場所、床や畳の低い場所と床から離れた場所では湿度に相違が生
まれますので、あらかじめご了承ください。

●メモリー機能について
　電源を切っても電源プラグを抜かなければ、停止前の設定は記憶されています。
 （おやすみモード・タイマー設定はリセットされます）
●表示窓の「Err」について（渇水エラー）
　運転中に水槽の水が少なくなると表示窓に「Err」が点灯して警告音が鳴り、電源がOFFになります。
　表示窓に「Err」が点灯した時は水タンクに水が入っているか水タンクが本体に正しくセットされてい
るかを確認してください。

●はじめてご使用になる際は、水タンクの上部キャップをはずして水道水を入れ、上部キャップを締め
て振り洗いしてからご使用ください。また上部キャップ裏側のパッキンがしっかりと装着されている
か確認してください。

お使いになる前に  安全上の注意をよくお読みになり、水平で安定した場所に設置してください。

設置のしかた

■本製品は壁、寝具、カーテン、家具などから５０ｃｍ以上離し
て設置してください。
■床から50～100cm位離してください。
■ミスト吹出口を壁、寝具、カーテン、家具に向けないでくだ
さい。
■じゅうたんなど毛足の長い布の上には置かないでくださ
い。吸気口がふさがり、本体の故障、周囲への水漏れの原因
になります。
■本製品を使用すると、水道水に含まれるミネラル分などが、
白い粉状になって室内に拡散されますが有害なものではあ
りません。近くに置いた家具や電子機器などに付着し、白い
汚れになったり、機器の機能に悪影響を与えてしまいます
ので、設置場所には十分注意してください。

　付着した場合は、柔らかい布などで拭き取ってください。
■本製品の近くには携帯電話、パソコンなど湿気に弱い電子
機器、精密機器は絶対置かないでください。

■直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど、加湿器本体
が温まる環境では使用しないでください。
　水タンク内の気圧が上がり、水があふれる原因になります。

上部1m以上

前面50cm
以上

横50cm以上

横50cm以上

背面60cm以上

下部50cm～
100cm位

使用方法
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ご注意ください

給水する
（1） 電源プラグをコンセントから抜いてください。
（2） 上部キャップのロックを解除して取り外します。
（3） 水タンクに常温の水道水を入れてください。
（4） 上部キャップを確実に締め、こぼれた水をふきとり、
　　水漏れがないことを確認してください。

2

ロック
ロック
解除

上部キャップ（給水用）

使用前の準備

本体を水平な場所に設置する
安定した水平な場所に設置してください。テレビ、ラジオなどからはなして設置してください。
雑音の原因や、機器の機能に悪影響となる場合があります。

1

※水道水以外は使用しないでください。
※井戸水や湧き水、市販のミネラルウォーターなど
を使用すると、雑菌の繁殖や不純物が本体内部
や水タンク・抗菌カートリッジに付着して故障の
原因になることがあります。
※水タンクを取りはずすときに水滴がこぼれます
ので、タオル等を準備して本体や床が濡れない
ようにしてください。
※本体を移動させる場合は、先に水タンクをはず
し、本体の水を捨ててください。水タンク及び本
体の水がこぼれる恐れがあります。
※ミスト吹出口から直接水を入れないでください。
水漏れや故障の原因となります。

使用方法
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アロマケースの使いかた

水タンクにセットされているアロマケースを取り出す1

アロマオイルをセットする２
アロマケースのフタを開けて、市販のアロマオイルまたは
エッセンシャル（天然）オイルを外側にこぼれないよう注意しながら
フェルトに２～３滴入れます。

8ページの使用方法の手順に従い、運転を開始してください。
アロマの香りを含んだ加湿をお楽しみいただけます。
アロマオイルまたはエッセンシャル（天然）オイルを入れない場合は
通常の加湿器としてご使用いただけます。

アロマケースは３６０度回転させることができます。
お部屋に合わせて吹出口の調整を行ってください。

アロマケースを水タンクに確実に装着する3

運転を開始する4

ご注意ください
※本製品専用のフェルト以外で使用しないでください。
　本体の破損・故障の原因になります。
※アロマオイルなど芳香剤を水タンクへ絶対入れないでください。
　本体の破損、故障の原因になります。
※アロマオイルまたはエッセンシャル（天然）オイルを溢れるまで入れすぎないでください。
※アロマオイルまたはエッセンシャル（天然）オイルがアロマケースの外側に付着した場合は
　必ず拭き取ってください。付着した状態で本体に差し込むと、本体の変色・破損・故障の原因になります。

アロマオイル・エッセンシャル（天然）オイルなどについて
●炎に近づけないでください。
●子供の手の届かない場所に保存してください。
●私服などに付着した場合は、大量の水で洗い流したあと、自然乾燥させてください。
　乾燥機は使用しないでください。発火する恐れがあります。
●手に付着したときは、直ちに手を洗ってください。
●取り扱いについては、アロマオイル・エッセンシャル（天然）オイルの付属の取扱説明書をご覧ください。

アロマケース

つまみ

フタ

フェルト

※フェルトが汚れている場合や違う種類のアロマオイルまたは
　エッセンシャル（天然）オイルを使用する場合は、フェルトを交換してください。

使用方法

7



AC100Vコンセントに
電源プラグを確実に差し込む

1

運転ボタンを押す2
運転ボタンを押すと「ピッ」と音がなり、初期設定の状態で運転を開始します。
初期設定は加湿量（弱）、湿度設定（60％）、ヒーター（ON）で運転を開始します。

「ピッピッ」と音がなり、表示窓が1回点滅します。

※はじめてご使用になる際は、水タンクから本体への給水が間に合わず渇水エラーになる場合が
　ありますが、その際は一度電源を切り、再度電源を入れてください。

運転を開始する

運 転

切

タイマー加湿量

%
湿 度 おやすみヒーター

運 転

切

タイマー加湿量

%
湿 度 おやすみヒーター

加湿量を設定する

加湿量ボタンを押して加湿量を設定します。
加湿量は3段階でボタンを押すたびに切換ります。
●設定したい加湿量を選択し表示が2回点滅すると、設定が確定されます。

加湿量
（弱）

加湿量
（中）

加湿量
（強）

使用方法
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湿度を設定する

湿度ボタンを押して湿度の設定をすることができます。
ボタンを押すたびに設定湿度が5%単位で40～70％の範囲と、－－％（連続モード）で切換ります。
●設定したい湿度を選択し表示が2回点滅すると、設定が確定されます。

運 転

切

タイマー加湿量

%
湿 度 おやすみヒーター

タイマーを設定する

タイマーボタンを押してタイマーを設定します。
ボタンを押すたびに自動的に停止する時間が1時間単位で
1～12時間の範囲と－－h（連続モード）に切換ります。
●設定したい時間を選択し表示が2回点滅すると、設定が確定されます。
　タイマーの設定後は残りの運転時間を表示します。

運 転

切

タイマー加湿量

%
湿 度 おやすみヒーター

※湿度を50%に設定した場合、周囲の湿度が50％より低いときはミストを発生し、
　50％に達すると自動的に運転を停止します。
※本体内部に湿度センサーを搭載しておりますが、設置された環境によっては
　実際の湿度と異なる場合があります。
　その際は設置場所を調整してご使用ください。

設定湿度
（60%）

設定湿度
（70%）

連続モード
（設定なし）

設定湿度
（40%）

タイマー
（1時間）

タイマー
（12時間）

連続モード
（設定なし）

使用方法
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ヒーターを設定する

ヒーターボタンを押して、加熱されたミストを出すことができます。
ボタンを押すたびにON/OFFが切換ります。
●加熱のON/OFFを選択し表示が2回点滅すると、設定が確定されます。
●吹き出し口は熱くなりません。

運 転

切

タイマー加湿量

%
湿 度 おやすみヒーター

おやすみを設定する

おやすみボタンを押しておやすみ設定をします。
ボタンを押すたびにON/OFFが切換ります。
●ONを選択すると表示が点灯し、OFFを選択すると2回点滅して設定が確定します。
●おやすみモードは表示が暗くなり加湿量（弱）で運転します。
　OFFにすると明るさが戻り同じく加湿量（弱）で運転します。
●加湿量以外の設定は記憶されています。
●おやすみモードを使用時は、おやすみモードのON/OFFと運転を停止する以外の操作はできません。

運転中に運転ボタンを押すと「ピーッ」と音がなり、表示窓が消灯し運転を停止します。
●長時間使用しない時は電源プラグをコンセントから抜いてください。

運 転

切

タイマー加湿量

%
湿 度 おやすみヒーター

運 転

切

タイマー加湿量

%
湿 度 おやすみヒーター

加熱
（ON）

加熱
（OFF）

おやすみモード
（ON）

おやすみモード
（OFF）

運転を停止する

使用方法
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給水のお知らせ

運転停止のお知らせ

 ・ 使用中に水タンクを取り外した時、本体の水タンクセンサーが働き、
　警告音「ピー音」が鳴り、自動的に運転を停止します。
 ・ 水タンクを正しくセットして、再度運転ボタンを押してご使用ください。

■警告音（ピー音）について
 ・ 運転中に水タンク、水槽の水がなくなった時は、
   給水動作を数回繰り返したのち「Err」表示が点灯し「ピッピッピッピッ」と音がなり運転を停止（消灯）します。
　水タンクに給水してください。
   給水後は再度運転ボタンを押してご使用ください。

抗菌カートリッジについて

■抗菌カートリッジの取り外しかた

●抗菌カートリッジには抗菌セラミックボールを使用しています。
　これは水タンク内の水を抗菌するものです。
　人体や動植物には無害ですので安心してご使用ください。
●抗菌剤の交換時期は約6ヶ月です。（使用頻度により異なります）
　新しい抗菌カートリッジのご注文は、販売店または当社ご相談窓口までお問い合わせください。

①上部キャップを外します。

●必ず水タンク内に水が入っていないことを確認してください。

②水タンク内にある抗菌カートリッジを
　左に回して取り外します。

使用方法
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上部キャップ

水タンク

抗菌カートリッジ
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本体のお手入れ（週に２回以上）
本体に残っている水を送風口から水が入らないように、
必ず排水方向から排水してください。
本体の汚れは、ぬるま湯か食器用中性洗剤に浸してかたくしぼった柔らかい
布でふきとり、さらに乾いた布でやさしくからぶきをしてください。
（強くこすらないでください。傷つきの原因となることがあります。）
※水を捨て、よく乾燥させてください。
※吸気口（本体底部）のホコリを掃除機などで清掃してください。

ご注意ください
※水タンクを取り外したあと、本体水槽部の金属部に触れないでください。
　けが・故障の原因になります。
※必ず運転を止め、電源プラグをコンセントから抜いて、本体内部が冷えるのを待ってから（１０分位）
　お手入れを行ってください。感電・やけど・けがの原因になります。
※清掃後は、必ず各部品を元通りにセットしてください。やけど・けが・故障の原因になります。

水槽のお手入れ
2、3日に1回を目安に、水槽内の水を捨て、柔らかい濡れた布で汚れを拭き取ってください。
●送風口に水が入らないよう、必ず排水方向から排水してください。
●水槽に直接水を入れることはしないでください。
●洗剤は使用しないでください。故障の原因となります。
●汚れが付着している場合、付属のブラシでお手入れしてください。
●振動子の表面を金属ブラシや金属ヘラ、研磨剤入りのタワシやみがき粉などで絶対にこすらない
でください。変形したりキズがつくと加湿量が弱くなったり故障の原因となります。
●赤カビが発生した場合は重曹水をスプレーボトルに入れ、付着箇所に吹きかけ、柔らかい濡れた
布でよく拭き取ってください。
　(重曹水：ぬるま湯250mlに対し、重曹大さじ2杯をよくかき混ぜたもの)

※振動子に汚れが付着するとミストが出にくくなりますので、
　付属のブラシで定期的にお手入れしてください。

振動子

送風口

吸気口
（底部）

水タンクのお手入れ（週に２回以上）
水タンク内に水を入れ、上部キャップをしっかり締めて水タンクをよく振り、排水してください。
（これを２～３回繰り返します。）
※水タンクは必ず水で洗ってください。お湯で洗うと変形の恐れがあります。
　また洗剤等で洗うと故障の原因となりますので、洗剤等は使わないでください。

お手入れについて
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排水方向

ヒーター
カバー



●ベンジン・シンナーではふかないでください。変色や変形の原因になります。
●化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従って使用する。変色・キズの原因になります。
●水タンクおよび水槽の水は毎日新しい水道水と入れ換えてください。
　本体内部は常に清潔を保つよう定期的にお手入れしてください。
　お手入れせずにお使いになると、汚れや水アカにより、カビや雑菌が繁殖し、異臭の原因になります。
　まれに体質によっては、過敏に反応し健康を害することがあります。この場合は、医師に相談してください。
●水道水以外は使わないでください。
　一般的に水道水は塩素殺菌処理されており、雑菌が繁殖しにくいためです。
　ミネラルウォーター、アルカリイオン水、井戸水、浄水器の水は水アカが多くなったり、カビや雑菌の繁殖が
しやすくなります。必ず、きれいな水道水をご使用ください。
●ジュースなどの飲料水、温水（４０℃以上）、化学薬品、芳香剤（アロマオイルなど）、洗剤を入れた水などは
絶対に使用しないでください。水タンクや本体が故障する原因となります。

※各種部品をお買い求めの際は、販売店または当社ご相談窓口までお問い合わせください。

ミスト吹出口
水道水の水質によっては、ミスト吹出口に水あか（水中のカルシウムやマグネシウムが析出した白いもの）が溜まり
やすくなります。2、3日に1回を目安にアロマケースを取り外し、中性洗剤で洗って、洗剤が残らないように水でよ
くすすいでください。
●お手入れせずに使用すると、汚れや水あかにより、赤カビの発生や異臭の原因になります。

アロマケース
フェルトを取り出し、中性洗剤などでよく洗い、やわらかい布で拭き取ります。

抗菌カートリッジのお手入れ
抗菌カートリッジのお手入れは使用後、毎日お手入れを行ってください。水道水で軽く水洗いしてください。
カルキなどの取れない汚れは、付属のお手入れブラシで軽くこすってください。
※洗剤、クレンザー・漂白剤・金属たわし・化学ぞうきんなどは使用しないでください。

■抗菌カートリッジの寿命目安は約６ヶ月です。
　交換時期が来たら必ず新しいカートリッジに交換してください。

■抗菌カートリッジについて
抗菌カートリッジのお手入れの際に抗菌カートリッジの内部から、うす灰色の水が出てくることがありますが、
これは内部のセラミックボールの成分が溶けだしたものであり、性能面・安全面に問題はありません。

※抗菌効果がなくなると、水タンク内部に雑菌が増える恐れがあります。
※交換用の抗菌カートリッジをお買い求めの際は、販売店または当社ご相談窓口までお問い合わせください。

●お手入れ後、お買い上げ時の包装箱に入れるか、ポリ袋をかぶせて、湿気の少ない場所に保管してください。
●ホコリやチリがかからないようにしてください。
●収納するときは必ずコンセントから電源プラグを抜いてください。
●傾けたり、横倒しの状態で保管しないでください。故障の原因になります。

※廃棄するときは、お住まいの自治体の定めた指示に従い、処分してください。
　地球環境保護のため、不法投棄は絶対にしないでください。

お手入れについて

保管のしかた
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症　状 お調べいただくこと 対処方法

電源が入らない

●電源プラグはコンセントから
　はずれたり、ゆるんでいませんか。
●電源ボタンを押しましたか。
●表示窓に「Err」が点灯していませんか？

●電源プラグをコンセントにしっかり
　差し込んでください。
●電源ボタンを押してください。
●渇水エラーです。水タンクに水道水を入れてください。

上記の点検または処置をしても異常がなおらなかったり、原因がわからないときは、
電源を切り電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げの販売店へご相談ください。

修理を依頼される前に、次の点をお調べください。

においがでる ●水道水以外を使用していませんか。 ●「P.１２お手入れ方法」に従って掃除してください。

給水しても
運転が停止する

●水タンクが本体に
　確実にセットされていない

●水タンクを確実にセットしてください。

本体周辺や床が
濡れる
（水が溜まる）

●加湿量が「強」になっていませんか？ ●設定湿度が高い場合は、
　加湿量を「弱」～「中」に設定してください。

●室内温度が低くなっていませんか？ ●低い室温で使用すると、ミストが蒸発しづらくなります。
　室温18℃以上での使用をおすすめします。

加湿しない、
または
加湿量が少ない

●設定湿度が現在の湿度より
　低くなっていませんか？
●超音波振動子が交換時期に
　なっている可能性があります。
※超音波振動部の
　耐久時間は約３０００時間です。

●本製品は設定湿度以上になると動作を自動的に停
止します。

●耐久時間を超えるとミストの発生量が少なくなった
り、発生しなくなります。超音波振動部の交換が必
要です。販売店または、当社ご相談窓口までお問
い合わせください。

市販の湿度計と
加湿器の現在湿度の
表示が異なる

●本製品に搭載している湿度センサーと市販品の湿度計では感知方式や構造(アナログ式)などの
　違いにより異なる場合があります。また空気の流れの良い場所と悪い場所では湿度表示が異なる
　場合があります。

●超音波振動部が水アカで
　汚れている可能性があります。

●「P.１２お手入れ方法」に従って掃除してください。

故障かな？と思ったら

仕　様
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※外観及び仕様は改良のため予告なく変更することがあります。
※本製品は日本でご使用いただくために設計・製造されたものです。

品 名

電 源

消 費 電 力

本体サイズ

本 体 質 量

コ ー ド 長

水タンク容量

加 湿 量

加 湿 時 間

適用床面積

ハイブリッド加湿器

AC100V　50/60Hz

105W

約 幅176×奥行281×高さ304（mm）

約2.２kg

約1.8m

約6L

500ml（強＋ヒーター） / 150ml（弱＋ヒーター） ※環境により変化します。

約12時間（強＋ヒーター、満水時） ※環境により変化します。

木造（約8.5畳） / 鉄骨（約１4畳 ）

●低い場所に設置していませんか？ ●床や低い位置で使用すると濡れやすくなります。
　「P.5設置のしかた」をご確認ください。
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1.取扱説明書に従った正常な使用状態で故障した場合は、無料修理いたします。
2.保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、商品と本書をご提示のうえ、お買い上げ販売店に依頼してください。
3.ご転居の場合、事前にお買い上げ販売店に、ご相談ください。
4.ご贈答品等で本書に記入してあるお買い上げ販売店に、修理依頼ができない場合は当社ご相談窓口へご相談ください。
5.保証期間中でも、次の場合には有料修理になります。
 （イ） 使用上の誤りや不当な修理、改造による故障及び損傷。
 （ロ） お買い上げ後の取扱過誤、落下及び輸送上の故障又は損傷。
 （ハ） 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障及び損傷。
 （ニ） 接続する他の機器の異常により生じる故障及び損傷。
 （ホ） 一般家庭用以外（例えば業務用の長時間使用、車輌、船舶への搭載）に使用された場合の故障及び損傷。
 （ヘ） 樹脂表面（フッ素樹脂加工も含む）及びメッキや塗装の磨耗や打痕による損傷。
 （ト） 保証書のご提出がない場合。
 （チ） 保証書のご購入年月日、お客様名、販売店欄の記入または押印がない場合。
6.保証書は日本国内においてのみ有効です。　　This warranty is valid only in Japan.
7.保証書の再発行はいたしませんので、大切に保管してください。
*この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、お客様の法律上の権利を
 制限するものではありません。保証期間経過後等についてご不明の場合は、お買い上げの販売店または当社ご相談窓口にお問い合わせください。

無料修理規定

①保証書は必ず「お買い上げ年月日」と「販売店名」等所定事項の記入及び記載内容をご確認の上、
　お買い上げの販売店からお受け取りください。この取扱説明書をお読みになった後は、大切に保管してください。
②保証期間中に故障して修理を依頼されるときは、お買い上げの販売店まで本書を添えて商品をご持参ください。
③保証期間経過後の修理についても、お買い上げの販売店にご相談ください。
　修理によって、機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。
④この製品の補修用性能部品の保有期間は製造打切後６年です。
　補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
⑤製品に異常がある場合には、お客様ご自身で修理されたり、手を加えたりすることは危険です。絶対にしないでください。
⑥アフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販売店、または当社ご相談窓口にお問い合わせください。

アフターサービスについて

マニュアルNo. CDKH602WH-B09

株式会社シィー・ネット
大阪市中央区船越町1-6-2 アズタビル4階
製造元 お客様相談窓口

0570-040-888ナビダイヤル
（全国共通番号）

保証書（持込修理）

お
　
客
　
様

取
扱
販
売
店

お名前

ハイブリッド加湿器

保証期間／お買い上げ日より　本体1年間

品番：CDKH602WH

ご住所
住所

お買い上げ日 年 月 日

消耗品及び付属品は除く

電話番号 電話番号

〒

持込修理 本書は、保証期間内に本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。
お買い上げの日から上記期間中故障が発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。

長年ご使用の製品の点検を！
●電源コードや電源プラグが異常に熱い。
●電源コードに深いキズや変型がある。
●コゲくさい臭いがする。
●その他の異常、故障がある。

このような症状の時は、故障や事
故防止のため、スイッチを切り、
コンセントから電源プラグを抜い
て必ず販売店にご相談ください。

ご使用
中止

ご使用の際
このようなことは
ありませんか？

愛情点検

見 本


